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内

容

概  要 

我々の研究室では、シアノバクテリアや藻類の環境ストレス耐性について、

分子レベルでの解明を行っている。今後、地球人口の急激な増加により、世界

レベルでの食糧不足が懸念されているので、生物を利用して耕作が難しい地域

を環境浄化することで食糧不足の問題に貢献したい。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来シアノバクテリアが緑肥利用されている耕地条件は、限定的であり、さ

らなる展開が望まれている。本研究は、死海より単離された耐塩性シアノバク

テリア Aphanothece halophytica を用いて、高等植物などに応用可能な分

子基盤の開発を目指す。 

本技術の 

有用性 

シアノバクテリアや藻類の環境ストレス耐性の基礎研究を通じて、塩害地に

おいても生育可能な作物の作出や、塩害地におけるグリーンバイオ肥料の開発

を目指す。 
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環境浄化への貢献、食糧不足への貢献 

環境浄化への貢献、食糧不足への貢献
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塩ストレス耐性の分子機構 窒素固定の分子機構 

塩耐性植物の作出 

グリーンバイオ肥料の開発 

リン欠乏ストレス耐性の分子機構


